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●司　　会　　　　　　Ｓ.Ａ.Ａ　堀田　敏行君
●ソングリーダー　　　　　　　 堀田　敏行君
●ロータリーソング　　「それでこそロータリー」

（会長挨拶）　　　　　　　　　会長　山本　慎治君
　挨拶文はホームページの会報で閲覧できます。

●出席委員会
　第1869回例会　６月18日（火）　天気（晴）
　本日の例会は33名の出席にて、出席率は94.28％です。
　なお、前々回は６名のメーキャップにて100％に訂正
　します。
●Smiling Box
竹内　俊郎君　１年間、有難う御座いました。無事、山

本年度が終われそうで４役の１人として
皆様の御協力に感謝致します。

石川　勝彦君　最終例会ですが出張で欠席します。山本
会長を始め四役の皆様ご苦労様でした。

杉浦　豊幸君　皆様、ほんとうにお世話になりました。あ
りがとうございます。こころより感謝い
たします。

山本　慎治君　今日が今年度最終例会となりました。会
員の皆様のご協力と思いやりによって一
年間何とか半田南ロータリークラブ会長
を努める事が出来ました。改めて心より
感謝御礼申し上げます。そして、次年度近
藤敏通会長のご活躍と創立40周年にふさ
わしい年となりますことを心よりご祈念
申し上げます。ありがとうございました。

蜷川　勝己君　昨日、頭が悪いので、頭のMRIをとってき
ました。少し脳みそが足らないみたいで
す。１年間ありがとうございました。

◎お世話になります。
　小栗　雅彦君　　都築　延男君　　永田　明世君
　近藤　敏通君　　石川　信行君　　間瀬　　正君
　竹内　俊郎君　　榊原　　肇君　　榊原　邦彦君
　都築　利全君　　山本　育輝君　　鈴木　宏司君
　杉浦　豊幸君　　山本　慎治君　　榊原　　英君
　岩部　雅人君　　手島　嘉宏君　　川澄　哲裕君
　蜷川　勝己君　　河合　英樹君　　杉山　知子君
　松林　信吾君　　榊原　和久君　　堀田　敏行君

　榊原顕太郎君　　古田　明典君　　松島　知幸君
　山北　正義君　　伊藤　亜樹君　　芳賀　康宜君
　前田　晃教君　　間瀬　貴裕君　　戸田　孝士君
　　　　　　　　　　　　　　　合計33名　　43,000円

会 長 挨 拶会 長 挨 拶

（次回例会）
　　第1871回例会　新年度夜間例会
　　７月９日(火)　  於：半田商工会議所

次回の例会次回の例会

於：橘（TACHIBANA）６月夜間例会・懇親会

◎懇親会テーマ：SBのお金をどのように使うか？



２０１９/０６/１８ 
第４３回 会長挨拶 

 
今日が今年度の最終例会となります。 

そこで、東京ロータリークラブ物語 Ｐａｒｔ５ 
総集編を時系列でお届けします。 

 
１９１５年（大正４年）三井物産はアメリカに 

３人のエリート社員を配属した、 
その中の１人が福島喜三次であった。 
テキサス州ダラスに三井物産子会社 
東洋綿花株式会社の社長として就任 

そして東洋綿花の役員の中に 
ウイルアム・ジョンストンというドイツ人が居た 

彼はダラスロータリークラブの会員だった。 

 
その彼が福島喜三次をダラス RC に紹介し 

アディショナル・メンバーとして入会した。（追加・準会員） 

 
１９１７年（大正６年）アメリカが第一次世界大戦に参戦したため、 

ドイツ人のウイリアム・ジョンストンは 
ダラスロータリーを退会し、ドイツへ帰国した。 

 
ウイリアム・ジョンストンの後任として 

福島喜三次がダラス RC の正会員となった。 

 
日本人ロータリアン第一号の誕生である。 

 
１９１９年（大正８年）福島喜三次は日本へ帰国のため 

ダラス RC を退会する。 
ダラス RC 会長より東京にロータリークラブを 
設立してはどうかと持ち掛けられ承諾する。 

 
１９２０年（大正９年）１月日本へ帰り、 

実業家の米山梅吉に東京ロータリークラブ設立を 
頼み込み、ウイリアム・ジョンストンを日本に迎え、 



１９２０年（大正９年）１０月２０日東京ロータリークラブを設立する。 
米山梅吉は東京ロータリークラブ初代会長を 

２期連続務め、福島喜三次初代幹事を務めるが、 
ウイリアム・ジョンストンは 

東京ロータリークラブに入会せず 
アメリカへ帰国する。 

 
福島喜三次は東京ロータリークラブでは何の 

活躍もできずに４回目の例会を待たずに 
大阪支店に転勤になった。 

 
そこで大阪の実業家達に温かく迎えられ 

ロータリー運動を説明し１９２２年（大正１１年） 
大阪ロータリークラブが設立され初代幹事に就任した。（会員２５名） 

日本に於ける２番目のクラブ誕生である。 

 
１９２３年（大正１２年）９月１日関東大震災起きる。 

RI はじめ世界各国から救援の手が差し伸べられ、 
義援金総額８万９千１６１円届いた。 

（現在の価値で約８億円） 
その後、東京ロータリークラブはロータリー活動に 

真剣に取り組むようになった。 

 
１９２６年（大正１５年）米山梅吉は 

RI 理事１年・日本初代ガバナー３期連続、 
日満ロータリー連合会会長２期連続、 

日本に於けるロータリークラブの 
指導者として貢献した。 

 
福島喜三次は愛国心が強く 

元号が昭和へと変わるころから 
軍国主義的に思想が変わり、 

 
１９３１年（昭和６年９月１６日）満州事変 
１９３２年（昭和７年３月１日）満州国建国 

５月１５日 ５・１５事件 



１９３６年（昭和１１年）２・２６事件 

 
ロータリー運動に対して、否定的になった。 

 
１９３６年（昭和１１年）上海支店から東京本社に 
転勤になり、東京ロータリークラブに再度入会するが 

その後、米山梅吉とロータリーに対する考え方が合わず退会をする。 

 
１９３９年７月（昭和１４年） 

日満ロータリー連合会設置 

 
１９４０年９月（昭和１５年） 
東京ロータリークラブ解散 
日満ロータリー連合会解散 

 
１９４０年１２月水曜クラブ設立 

１９４５年まで活動をする。 

 
１９４９年３月（昭和２４年） 

国際ロータリー承認復帰 

 
 

これにて、東京ロータリー物語を終らせていただきます。 

 
今回をもって、今年度最後の会長挨拶とさせて頂きます。 

 
会員の皆様方に於かれましては、一年間ロータリー活動に対し 

ご協力、思いやり、友情に心より感謝御礼申し上げます。 

 
ありがとうございました。 




